
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

（458）大正四年八月十五

（

雜

　

　
録
）

　
○

鮒
に

寄
生

す

ろ
「

ソ

川

ネ

ナ

セ

ラ
」

見
る

べ

し
。

以

上
の

特
徴
に

よ

り

て

容

易
に

頓

覇
象

ミ
§

屬
の

種

だ

る

を
知
る
べ

し
。

　

螯
脚
は
左

右

殆

ど
同

形
に

し
て
、

躁

節
の

上

縁
に

は
明
瞭
な

る

二

條

の

隆
起

線
を

見
る

べ

く
、

時
と
し
て

は
、

鉗
の

掌

部
の

上

縁
に

も

同
樣
な

る

二

隆
起
線
を
明
か

に

認
め

得
べ

き

事
あ
り

。

鉗
の

内

側
は
凹
面
を

成

す
。

頭
胸

部
の

背
面
の

下

方
に

幅
廣
き

逆
八

文

字

の

線
條
明
か

に

認
め

ら
る

主

事
あ

り
（

挿
圏
に

は

之

を

描
か

す
）

。

　
本

種
の

分

布
は

、

本
邦

内
に

て

は、

琉

球

ー
小
笠
原

1
ー

長

崎

ー
1

下

田

ー
相
模

灣

ー
横
濱

−
東
京
に

及
び、

本
邦

外

に

て

は、

廣
東
に

近

き

耄
蔘
言

娼
。

P

上
海、

香
港

に

及
ぶ

。

」
目

国
津
客

の

記
す
所
に

よ

れ

ば、

本
種
は

本
邦
の

山
の

川
に

住

む

と

　
曽
浮
雲
『

ミ

肇
ミ陶
ミ、
乱

冒
；
賭
諞

』
冒

≦

爵】
学
　
（

一

倍

牛
）

　
（

1
）

右

螢
外
面
。

　

　
（

2
）

同
内

面
。

　

　
（

3
）

頭

胸
部

背

面
。

三

入

　

い

ふ
。

の

目
寓

鬆
o
髫

は、

本
種
が
、

小

犬
の

攻

撃
を

能
く
防
ぐ
勇
敢

　

な

る

動
物
な

る

事
を
記
せ

b
。

　
Q
壕

§
鬟
恥

（

 
§

ぎ
魯
§
g

）

ミ
§
緊

　
》

ミ
§
H

営
H

訂

乾

は
本
種
の

異
名
な

り
。

　
　

因
云

。

本

篇
起
草
中

、

安
藤
亮
氏
よ

り

動
物

學

會
宛
に

て

郵
迭

　

せ

ら
れ

た

る

標

本
を

檢
査
し
だ

る

が
、

吉
田

氏
の

と
は

全
く

別

屬

　

別
種
に

屬
す
る

も

の

な

る

事
を
確
め

得
だ

う
。

委
細
は
之

を

次

號

　

匹
譲
る
。

　

　

　

　

　

　

　

（

寺
尾
薪
）

　
　

　
　

●
鮒
に

寄
生

す
る
「

レ

ル

ネ

ォ

セ

ヲ
」

　
　

大

正

四

年
五

月
廿
五

日
、

深

川
冬
木
町
の

養
魚
塲
よ

り

持
來
り

　

し
一

尾
の

鮒
に、

一

個
の

b
馬

§
§
8
ミ
爭

寄
生

す
る

を
見
セ

b
。

　
「

レ

〃

ネ

オ

セ

ラ
」

は、

鮒
の

左
側

、

腹
鰭
の

基

部
に

近

き

處
に

於
て

　
（

同
上
基

部
上

端
よ

り
一

糎
許
b
前
上

方
に

於
て
）

、

軆
の

前

孕
を

　

尉
の

鱗
下

に

挿
入
し、

體
の

後
牟
及

卵
糸

を

ば

外

界
に

露

出
し

居

　

セ

b
。

寄
生
蟲
の

侵
入

せ

る

鱗
（

一

枚
）

の

下

は

国
器
髯
霧
｝
爭

讐
Φ

を

　

起
し、

赤
變
せ

り
。

鱗
下

に

侵

入

せ

る

寄
生
蟲
の

前

部
は、

鱗
を

　

透
し
て

外
方
よ

う

多
少
其
の

所
在

を

認
め

得

た

り
。

｝｝

　

寄
生
蟲
の

消
化

管
は、

稍
緑
色
を

帶
び

陀

る

黒

褐
色

を
呈
し、

｝
　

此
の

部
殆

ど

問

斷
な

く

前

後
に

蠕
動

す

る

樣
外

部
よ
り

よ

く

見

ら

 
　

れ
陀

b
（

但
し
寄
生
蟲
の

鱗
外
に．
露
は

れ

把

る

部
に

於
て
）

．

此

の

蠕
動
は

寄
生

蟲

を
鱗
下
よ

り

取

出
し

、

水

道
水

中
に

入

れ

た

る

後

に

於
て

も

繼
續
せ

り
。

淌

化
管
の

壁

に

は

緑
色

を
帶
び

陀

る

黒

褐

色
の

多

く
の

粗
大

な

る

色

素
粒
あ

り
。

是
れ

清
化
管
の

全
體
と
し

て

前
述

の

如

き

色
を
呈
す
る

所
以

な

り
．

消

化
管
内
を

滿
せ

る

液
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中
に

も、

類

似
の
、

色

素
粒
駿

顆

粒
あ

b
。

消
化

管
壁
の

蠕
動
に

つ

れ
て

内

部
の

顆

粒
及
液

獣
物
も

盛
に

前

後
に

流

動
す

。

併
し
な

が

ら、

寄
生

蟲
杢
體
は

少
し
も

動
く
こ

と
な

し。

　
體
は
一

般
に

硬

直
に

し

て
、

取

扱
に

際
し

屈
曲

す
る

等
の

こ

と

な

し
。

卵
糸
を

除
き

だ

る

體
の

前

牛
部
は

殆

ど
透

明
な

れ

ど
（

中

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
一

央
を

縱

走
す
る

滄
化

管
を

除
き

）

、

後
申

部
は

多
少

自
色
を

呈
す。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

卵
糸
は

極
め

て

薄
く
緑
色
を
帶
び

陀

る

友
臼
色

な

り
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
一

　
頭

部
に

は、

全
く
透
明
な

る

四

個
の

角
厭
突
起
あ

b
。

何
れ

も

形
扁

甼
に

し
て
、

總
て

駱
ぼ

同
一

卆
面

内
に

在
参

。

前

方
の

二

個

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
 

（

一

封
）

は
小

に

し
て

、

構
逋

簡
單

、

而

し
て

殆
ど

體
の

長
軸
に

直

角
に

左
右
に

向
て

伸
長
す

。

後
方
の
一

對
は
、

前
方
の

者
よ

b
形

大

き

く、

且
つ

各
途
中
よ

り
二

叉

す
。

即
ち、

各
簡

單
な

る

墓

部

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ノ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

と
二

叉

せ

る

末
部
と

よ

b
な

る
。

簡

單
な

る

基

部
は

後
外
方
に

向

ひ、

二

叉
せ

る

末
部
の

中、

前
方
の

枝
は

前
外
方
に、

後
方
の

枝
は

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

殆

ど
鱧
の

長
軸
と

並
行

し
て

後
方
に

向
ふ
。

各
角
歌
突
起

は

先

端

に

至

る

に

從
ひ

細
く

な

れ

ど、

鏡
く

尖
る

こ

と
な

し
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

　

胸
部
は、

大

體、

直
圓
筒
默
な

り
。

前

孚
の

透

明
な

る

頸
部
は

細
く、

後
孕
に

至

り

て

少
し

く
太

く

な

れ

ど、

爾
者
の

太

さ

の

差

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
…

　

壅

控

裁
飜
際
ジ

郭
む
ラ
L ・

　
は
。。

睾
ゆ
。

餮
簿
．

、

　

　

約
五

倍

大
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

彰
の

霽
け

る

ト

雫

　

　

§

蠧
象
ミ．
a

　

ミ
慧．帖
弓

　

　

§
鬟

（

目

象
乙

程

著

　

　

し
か

ら

す
。

此

の

點、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

及
前

方
角
妖
突
起
の

〔

雜

　

録
）

O
鮒
に

寄
生

す

る
「

ヤ

ル

ネ
オ

セ

ラ
」

方
向
は

外

國
産
の

ト

ム
毫
§
§
。

§
　
と
多
少
相
異
す

。

（

外
國
産

の

も
の

に

て

は

角
駄
突

起
の

前

方
の
一

野
は、

何
れ

も

前
外

方
に

向
へ

も
、

カ

ラ

ー

ゴ

の

書
け
る

も
の

に

於
て

は

殊
に

甚
し

く

前
方

に

向
へ

り
。

」

　

胴

部
は

極
め

て

少

な

り。

恰
も

胸

部
の
一

附

屬
突
起
な

る

が

如

く、
其
の

後
端
の
一

側
に

附

着
突

出
せ

わ
．

さ

れ

ど
、

胸

部
と

胴
部
と

の

境

界
は

餘
り

明
瞭
に

あ
ら
す

。

胸
部・
胴
部
典

に、

其
の

後
端
は

圓
く

太
く

絡
れ

う
。

胸

部
の

後
端
よ

り

胴

部
の

後
端
迄
の

顕
離
は

○
・

八
三

六

粍、

胴

部
（

基

部
）

の

幅
は
（

胸

部
の

後

端
と
胴

部
と

を

左

右
互
に

相
並
ぷ

如
き
位
置
に

置
き
て

測
り

把

る
）

○・
五

八

七

粍

あ

り
。

卵
糸
は

ト

ミ
ミ

§
龕

ミ
翁
。

憲周
象

の

も
の

よ

勢

は

餘

程
細
長

し
。

棒
状
に

し
て
、

や
主

弧
形

に

曲
り

、

先

端
少

し
く
細
く
な

れ

り
。

卵
糸
は、

余
の

臉
し
セ

る

も
の

は、

寄
生

蟲
が

魚
體
に

附

着
し

居
だ
る

時
よ

b
只
一

本
な

b
し
が

、

他
の

既
知
の

者
は

皆
二

本
を

有
す
る

に

よ

り
、

一

本
は

恐

ら
く
は

途
中
に

て

失

は

れ

だ

る

も
の

な

る

べ

し
。

卵
糸
中
の

卵
は

稍
楕
圓

形
に

し
て
、

各
の

長

軸
を

卵

糸
の

長
軸
に

垂

直
の

位

置
に

置
き

、

卵

糸
の

中
央

に

於
て

は

五

六

列

に

並

列
す、

而

し
そ
の

並

び

方
は

餘
り

正

規
的
に

は

あ

ら

究

　

測
定
表
次
の

如

し
．

義
鍛
謙

鸞
羅

麟
鵲

三

九

一
・
〇
六

八

粍

Q
。一

二

五
山

ハ

粍

○

西
九
八

粍

○

西
四
五

粍

丁
二

四
六

粍

○
・

九

七

九

粍
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（

雜
　
　

録
）

○
ハ

ウ

キ

ム

γ

の

遲

動

　
○

北
韓
の

悪

獣
「

ヌ

ク

テ

ー
」

胸

籌
癖
難
蘇
態
鞍
御
豚

部

籃
み
）

諡

驫

絮
｛

臀
一

一
冖 ．．

：

U
．
．．

肖
：

一

「

「

一

一

「

：．
一

一

一

硫
冖

論
糠

體
全

體
の

長
さ

（

卵
糸

な

も

含
み
）

…

…

…

　
：

…・
：

…・
：

…・
　
一

丁
OQO

粍

絮
中

り
卵

｛

鹹

響
鬟
一冖
h

一

肖
一

5
：

≡

∴
疑
攣

　

余
の

觀
察
し
た

る

標

本
は、

大

體
に

於

て

膨

葭
皆
）

の

鬮
し
た

る

ト

と
寒
§
配

§
ミ

に

類

似
し

、

コQ

摯
き
o

の

圖
し
だ

る

も
の
（

同

一

種
）

と
は

よ

り

多

く

相

違
せ

り
。

．．

日
げ
Φ

冨
ロ
註

玲

簧
冨
ω

益
。

o

遠
磬
o

量

冨

富

の

著

者

弓

誤
o
護

盍

oQoo

自

及

》
オ

夷
国

竡

QQoG

葺

は、

2

舅
u
嵐

勇
堵

（

冖

Gq

器
）

の

書
き

セ

る

誉

麌
o
へ

§
§

を

も

b
と

蹇
壕

薄

§
§

と
し
て

其
の

圖
版
中
（

ト
、

ピ

H
」°

霞
蓋
」
噛

ρ

笛
）

に

入
れ
た

れ

ど、

こ

は

恐

ら
く
は

別
種
の

も
の

な

る
べ

し
。

（

同

書
の

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　

日
 

蓉

に

於
て

は
、

彼
等
は
ノ

ル

ト

マ

ン
、

の

標
本
を

国
臼
豪
〉

客

7

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
卿

H
刈
c。

c。

の

8°

翕
o
ミ

蓉

同
一

と
す
る

が

如
き

不

統
一

を
な

せ

り
。

同

書
百

五
十
六

頁
參
照

。

）

余
の

檢

し
陀

る

も
の

は、

固
よ

り、

卜．

§
鼠

蓉

と
は

大
に

異
れ

り。

（

殊
に

其

の

卵

糸
及

角
壯

突
起
の

形

態
に

於
て

然
b

。

）

余
の

標
本

は
、

目
下
の

知

見
に

て

は．

歐
洲
産

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　…

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　 

の

ト
鳥

ミ
§
o
ヘ

ミ
g
へ“

§
s

ミ
§、、
鼕

（

ご

葺
z°

）

と

同
一

種
な

り

と
信
す

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　〜

　

寄
生

蟲
は

、

五

月

汁
五
日
、

宿
主

よ

り

取
離

し
把

る

後
、

○
・

八

％
の

食

鹽
水

中
に

入
れ

置
き

し
に、

翌

廿

六
日

の

午

後
五

時

頃
迄

は、

緩
漫
な

が

ら
（

最
初
に

比

し
）

滑
化

管
の

蠕
動
蓮

動
を
認
め

し

が
、

廿

七

日

の

午
前
十
時
に

は
、

そ

の

蓮
動
巳
に

全

く

停
止
し、

動
物
は

死
滅

せ

り
。

四

〇

　

翌
二

十
八

日、

冬
木
町
の

養
魚

塲
に

至

り、

體
長
（

尾
鰭

除
外
）

五・
二

寸
乃
至

七・
五

寸
の

鮒
七

十
二

尾
を

検
せ

し

も、

一

も

ト
馬

宰

養

§
8
ミ
象

を
得
る

能
は

ざ
り

き
。

（

因

に

本
文

中
に

記
せ

る
「

レ

ル

、
矛

オ

セ

ラ
」

を

寄
生
せ

し
め

だ
る

鮒
も、

是
等
の

七

十
二

尾
の

鮒

と

同
一

の

塲
所
に

在
り

た

る

も
の

な

り
。

）

　
　
（

石
井
童
美
）

　

　
　

●
幼
ハ

ゥ

キ

ム

シ

の

蓮
動

　
三

崎
に

て

七

月
一

日

の

朝
の

上
曳
に

、

芥
に

包

ま
れ

だ

る

異

樣

な

る

執

の

鏡
下

に

蠢
動
す
る

を

見
陀

り
。

よ

く

見

る

に

吻
に

て

盛

に

蓮
動
す
る

を

發
見

せ

り
。

獪
よ

く
見
る

に、

驚
く
べ

し
、

既
に

變

態
し
た

る
一

匹
の

小

き
ハ

ウ

キ

ム

シ

な

ら
ん

と
は

。

吻
の

如
く

活

動
す
る

は

尾

端
或
は

後
端
な

り
。

恰

も
キ

ボ

シ

ム

シ

の

吻、

斧
足

類
の

足
を
想
起
せ

し
む

．

忽
ち

に

し
て

膨
れ

て

丸
く
な

勢、

忽
に

し
て

尖
り
、

叉

其

尖
b
だ

る

部
一

方
に

曲
り、

如

何
に

見
る

も
體

の

後
端
だ

る

域
を
起

さ

し

め

す、

此
活
動
に

よ

り

て

幼
ハ

ウ

キ

ム

シ

は

親
の

死
管
に

潛
り

込
む
に

は

非
ざ

る

か
。

口

端
に

は

觸
手
の

束
あ
つ

て

不

動
な

り
。

血
液
は

盛
に

血

管
内
を

流
動
す

。

池
田

氏

の

如

き
ハ

ウ

キ

ム

シ

逋
に

は
珍
し
か

ら
躍

現

象
な

ら

ん
が
、

余
に

は

初
め

て

の

こ

と、

取
不

敢
誌
上

に

報
告

す
る

こ

と
丶

せ

り
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

谷
津
直
秀
）

　

　

●
北

韓
の

悪
獸

「

ヌ

ク

テ

ー
」

北

朝
鮮

慶
術
北

道
に

は、

近
來
「

ヌ

ク

テ

』
な

る

獸
類
出

沒
し、

人
畜
に

害
を

與
ふ

る

事
次

第
に

滋
ぐ
、

當
局
者

も、

其
驅
除
に

は、

少
か

ら
ざ
る

苦
心

を
拂
ひ
つ

3
あ

る

も
の

よ

如

し
。

右
に

關

し、

覧
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